
高
齢
者
資
産
の
寿
命
延
伸
の
視
点
を

Ｓ
Ｂ
Ｉ
金
融
経
済
研
究
所

理
事
長

政
井
貴
子

割
超
に
達
す
る
と
の
試
算
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
近
い
未
来
を
展
望
し
、
認
知
能
力

が
衰
え
た
後
で
も
、
人
々
が
尊
厳
の
あ
る
本
人

ら
し
い
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
経
済
的
な
一

助
と
し
て
、
そ
う
し
た
人
々
が
保
有
す
る
資
産

の
管
理
・
運
用
の
工
夫
を
し
て
い
く
こ
と
は
重

要
だ
。
そ
れ
は
、
資
産
寿
命
延
伸
の
視
点
か
ら

も
一
考
に
値
す
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
認
知
症
患
者
の
意
思
決
定
を

支
え
、
生
活
や
財
産
を
守
る
た
め
の
制
度
と
し

て
、
成
年
後
見
制
度
が
あ
る
。
政
府
は
19
年
に

「
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
」
を
取
り
ま
と
め
、

認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
の
具
体
的
な
施
策

の
一
つ
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
金
融
商
品
の
開
発
も

同
大
綱
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、「
全
預
金
取
扱
金
融
機
関
の
個
人
預
金

残
高
に
占
め
る
後
見
制
度
支
援
預
金
や
後
見
制

度
支
援
信
託
を
導
入
済
と
す
る
金
融
機
関
の
個

人
預
金
残
高
の
割
合
」
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
化
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
わ
が
国
の
成
年
後
見
制
度
で
は
、
被

後
見
人
の
資
産
の
管
理
・
運
用
に
お
い
て
、
元

本
割
れ
リ
ス
ク
を
伴
う
金
融
商
品
を
購
入
す
る

こ
と
は
「
財
産
の
投
機
的
な
運
用
」
と
整
理
さ

れ
、
原
則
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
産

の
管
理
・
運
用
は
、
元
本
の
取
り
崩
し
が
進
む

だ
け
と
い
う
状
況
に
陥
り
や
す
い
。
19
年
に
金

融
審
議
会
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
ま

と
め
た
報
告
書
で
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
た
が
、
長
寿
化
に
伴
う
資
産
寿
命
の
延
伸
に

つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

　

足
元
の
消
費
者
物
価
指
数
は
３
％
と
31
年
ぶ

り
の
上
昇
率
と
な
っ
て
い
る
。
や
や
中
長
期
的

な
視
点
で
見
て
も
、
脱
炭
素
化
や
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞
傾
向
な
ど
、
マ
ク
ロ
金
融

環
境
は
過
去
数
十
年
と
は
違
う
流
れ
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
超
高
齢
化
社
会
の
課
題
に
対
応
す
る

に
は
、
マ
ク
ロ
金
融
環
境
の
変
化
に
も
対
応
で

き
る
制
度
設
計
が
必
要
だ
。

　

前
述
の
金
融
審
議
会
報
告
書
で
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
米
国
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
理
論
に
基
づ
き
、
被
後
見
人
の
資
産
の
管
理

・
運
用
に
つ
い
て
も
、
分
散
投
資
の
考
え
方
や

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
全
体
で
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン

を
評
価
す
る
考
え
方
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
無

論
、
引
き
続
き
被
後
見
人
の
権
利
・
財
産
の
保

全
に
も
十
分
な
目
配
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
上
で
、
成
年
後
見
制

度
の
設
計
・
運
用
を
担
う
関
係
省
庁
や
司
法
関

係
者
と
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
金

融
機
関
等
が
相
互
の
連
携
を
密
に
し
つ
つ
、
資

産
寿
命
の
延
伸
に
も
着
眼
し
た
制
度
設
計
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

わ
が
国
は
、
社
会
の
高
齢
化
と
同
時
に
個
人

の
長
寿
化
が
い
っ
そ
う
進
み
つ
つ
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
構
造
変
化
が
生
み
出
す
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
者
の
認
知
能

力
な
ど
の
低
下
が
も
た
ら
す
諸
問
題
が
強
く
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
認
知
症
患
者
数

は
、
現
在
約
６
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
５
年
に
は
約
７
０
０
万
人
に
増
加
し
、

高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症
を
患
う
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
個
人
金

融
資
産
約
１
９
０
０
兆
円
の
う
ち
60
歳
以
上
の

世
代
が
約
６
割
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の
認
知
症
患
者
の
資
産
は
、
す
で
に

若
年
層
の
資
産
額
よ
り
も
多
い
と
の
指
摘
も
あ

る
。
30
年
に
は
認
知
症
患
者
が
保
有
す
る
資
産

総
額
は
２
３
０
兆
円
に
上
り
、
家
計
全
体
の
１
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